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あらまし：本稿では，DX（Digital Transformation）に向けた東北大学初修中国語教育の改革の取り組みと
して，我々がこれまで提案，実践してきたブレンディッドラーニング（以下 BL）における，コロナ前の
3段階学習プロセスから，ポストコロナの 2段階学習プロセスへの転換，特に 2段階学習プロセスモデル
の提案及びそれに伴う BLの教材開発について報告する． 
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1. はじめに 
本稿では，DX に向けた東北大学初修中国語教育
の改革の取り組みとして，我々が提案，実践してき

た BL における，コロナ前の 3 段階学習プロセスか
ら，ポストコロナの 2段階学習プロセスへの転換，
特に 2段階学習プロセスモデルの提案及びそれに伴
う BLの教材開発について報告する． 
我々は，大学初修中国語教育において，効果的な

教育を実現するために，インストラクショナルデザ

イン理論及びMicrolearningの設計理念に基づき，対
面授業による新しい学習，授業後スマホアプリによ

る復習，及び次回授業でのテスト・発展学習からな

る 3 段階学習プロセスモデルによる BL を提案して
きた．実証実験の結果，学習意欲の向上，自習の促

進，学習効果の向上などの効果が確認された(1)． 
一方，2020年からのコロナ禍を機に，授業のオン
ライン化が必須となったことで，これまでの 3段階
学習プロセスモデルによる BL は全面的な見直しを
迫られ，我々はオンライン授業を取り入れた新たな

BLに取り組み始めることとなった．感染状況が厳し
かった時期では，試行的に作成したオンデマンド授

業動画とリアルタイム授業を組み合わせた BL を実
施したが，感染状況が落ち着いた時期では，ポスト

コロナの教育 DXを見据えて，新たにオンライン授
業と対面授業を組み合わせた 2段階学習プロセスモ
デルによる BLを設計し試行した．その結果，2段階
学習プロセスの BL は，従来の 3 段階学習プロセス
の BL と同様かより高い学習習得度が得られ，学習
者にも評価されていることが確認された． 
こうした結果を踏まえ，我々は，今後実践する BL
を 3段階から 2段階学習プロセスへと転換するとと
もに，さらに DXに向けた東北大学の初修中国語教
育の改革として，これまで 1年次の一部の授業で限
定的に実践していた BLを，2023年度から 1年次の

すべての授業を対象に展開することになった．具体

的には，本学の初修中国語クラス全体でオンライン

と対面を組み合わせた週 2 回 BL 授業を導入するこ
とにより，これまでの週 2回対面，担当教員２名，
各々異なる教科書から，担当教員１名，週 2回対応
BL用統一教科書と関連教材へと移行する．そのため
2022年度は， 2段階学習プロセス BLの開発準備段
階として，BL用各種教材と教授資料の開発，複数の
学習管理システム，BL運営体制の構築などを行った． 
本稿では，特に 2段階学習プロセスモデルの提案
及び BL用各種教材の開発について報告する． 

 
2. 2段階学習プロセスモデルの提案 
我々が提案する 2 段階学習プロセス（図 1）は，
以下のように設計されている． 
 

 
図 1  2段階学習プロセスの BL 

 
段階 1：オンライン授業は，従来の第 1段階と第 2
段階を統合し，発展させた 2つのサブフェーズから
構成される．まず，オンデマンド授業動画を用いて，

発音，語彙，文法，会話の学習を行い，効果的なイ

ンプットを図る．次に，AI活用のスマホアプリを用
いて，授業と連携した豊富で多様な練習を行い，効

率的な知識定着を図る． 
段階 2：対面授業では，段階 1 におけるインプッ
ト学習と定着練習に対して，ここではアクティブラ

ーニングを実施し，学習事項に関する 4技能練習や
発表，言語の実践応用，確認テストとフィードバッ

クなどを行い，豊かなアウトプットを図る． 
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このうち，特に段階 1では，従来の対面授業から，
時間，空間，人数に制約されず，学習者自身のペー

スで反復受講でき，学習に取り組みやすいオンデマ

ンド授業動画配信並びに AI 活用のアプリ定着練習
へと根本的な転換を図った．こうした段階 1を段階
2 の対面授業と組み合わせることにより，効果的効
率的な学習の実現を図るとともに，さらに同一科目

のすべてのクラスにおける授業内容と学習評価の統

一・標準化，教育の質保証が可能となり，DX に向
けた初修中国語改革の推進が期待できる． 

 
3. 本 BLの教材開発 
本 BL においては，様々な教材を開発したが，こ
こでは，オンデマンド授業動画，スマホアプリ，教

科書の開発について述べる． 
3.1 オンデマンド授業動画 
今回は，初修中国語通年授業の動画教材として，

発音編 13本，本課編 64本，計 77本の動画を開発し
た．各動画は，Microlearning の設計理念に基づき，
気軽に短時間で集中して学習できるよう概ね 5〜10
分間ほどとした．また，ARCS 動機づけ設計モデル
に基づき，楽しく学習し，学習意欲が持続できるよ

う様々な動機づけ方略も取り入れている． 
発音編では，ネイティブの正面顔と側面顔の発音

動画で口の動き方をわかりやすく提示し，また講師

による丁寧な説明や楽しいイラストを用いた豊富な

練習も提供し，これにより学習者一人でも，難しい

中国語発音の学習や単調になりがちな練習を，恥ず

かしがらずに繰り返し行うことが期待できる． 
本課編では，教科書に対応して各課ごとに語彙動

画 1つ，会話動画 3つ，計 4つの動画を提供し，話
題の導入から，単語と文法の学習，スキット会話の

視聴，会話の Q&A と音読まで，一歩ずつ積み重ね
る取り組み易い学習構成となっている． 
さらに，こうした動画は東北大学の学習管理シス

テム ISTU/DC と連携した動画配信プラットフォー
ム Panopto にアップロードし，これにより，学習者
の動画視聴状況の管理，及びこれを踏まえたオンデ

マンド授業動画受講の出席管理，学習者へのフィー

ドバックが可能になり，授業動画配信による新しい

学習の効果的な実施が期待できる． 
 

3.2 スマホアプリ 
通常の対面授業に対し，オンデマンド授業動画の

視聴だけでは，練習不足となりがちなため，これま

での授業後復習用としてのアプリ練習を，オンデマ

ンド学習の定着練習へと位置づけを変換，具体的に

は，従来の復習用アプリをリニューアルし，練習項

目の問題数を 3割以上大幅に増やすとともに，単語
のピンイン練習と文法練習を新たに追加した． 
また，オンデマンド学習では，対話者不在で，発

音・発話の確認と訂正，受け答えなどの会話練習が

実施困難であるため，リニューアルアプリにおいて

は，AIの音声認識を活用し，発音・発話を判定する
単語練習と会話練習を開発実装した．これにより，

学習者が自身の弱点を認識・克服し，正しい発音と

会話を身につけることが期待される． 
以上，本アプリでは，オンデマンド授業動画で学

習した発音，単語，文法，会話を豊富で多様な練習

を通して定着させ，またいつでもどこでも繰り返し

て練習することができ，効率的な知識の定着が期待

できる．なお，本アプリの内容構成や練習設計につ

いては，すでに報告しており(2)，またアプリの仕様

と開発についても別稿を予定している． 
 

3.3 教科書 
今回，前著『KOTOTOMO』の増訂版として，BL
用教科書『KOTOTOMO プラス』を開発した．前著
は週 1回授業用で 12課構成であったが，オンライン
と対面による週 2回 BL授業を導入することで， 週
2回対応，BL用統一教科書へと改訂した．具体的に
は新たに4課を設計追加して16課構成としたが， 追
加 4課では，買い物，文化，科学技術，地球環境と
いう 4つのホットな話題を取り上げ，関連語彙や会
話を学習するとともに，前著で扱うことができなか

った「補語，存現文，処置文，受身文」などの重要

文法事項も取り上げており，これらにより中国語基

礎の確実な習得と高い学習到達度を図っている(3)． 
 

4. まとめ 
本稿では，DX に向けた東北大学初修中国語教育
の改革の取り組みとして，我々がこれまで提案，実

践してきた BL における，コロナ前 3 段階学習プロ
セスから，ポストコロナ 2段階学習プロセスへの転
換，特に 2段階学習プロセスモデルの提案及びそれ
に伴う BL の教材開発について報告した．今後は，
開発した教材を用い，2段階学習プロセス BLの実証
実験を実施し，有効性評価と改善を行う予定である． 

 
謝辞 

本研究は，科研費 19K00875，19H04223，20K03119
の助成を受けたものである． 

 
参考文献 

(1) 趙秀敏, 冨田昇, 今野文子, 大河雄一, 三石大:“大学
初修中国語ブレンディッドラーニングのためのスマ

ートフォン利用復習教材「KoToToMo」の開発と実践”，
教育システム情報学会誌, Vol. 36, No. 2, pp.131-142 
(2019)  

(2) 桂雯, 趙秀敏, 大河雄一, 三石大, 王軒:“初修中国語
ブレンディッドラーニングのためのアプリのリニュ

ーアル”, 東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要 
第 9号, pp. 141-148（2023） 

(3) 王軒, 趙秀敏, 上野稔弘, 桂雯, 大河雄一, 三石大:“初
修中国語ブレンディッドラーニングための教科書の

改訂：『KOTOTOMOプラス（増課）』の設計”, 東北
大学高度教養教育・学生支援機構紀要 第 9 号, pp. 
35-42（2023） 

― 278 ―

教育システム情報学会   JSiSE2023

第48回全国大会　 2023/8/29-8/31


